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第４次印西市地域福祉計画推進委員会書面会議 

議事意見及び回答書 

議事意見 事務局の回答 

委員  

評価の低い項目の多くが、参加や交流などを前提とし

た事業が多かったと思います。ただし、コロナも 3年目で

すので、計画書の事業に関する目的や主旨をふまえて、対

面や交流を最小限にした取り組みについても研究してほ

しいと思います。福祉教育に関して言えば、千葉県社会福

祉協議会・ボランティアセンターにおいて福祉教育プロ

グラム集を作成しています。HP にも載っています。コロ

ナ禍でも学校内で学べる福祉プログラムがありますの

で、参考にしてください。 

ご意見として賜ります。 

相談支援事業、災害時避難行動要支援者の取り組みに

ついては、関係各課において大変充実した取り組みがな

されていると思います。今後は、ぜひ各課横断的な情報共

有、包括的な総合相談体制や実施体制のシステム作りに

取組んでほしいと思いました。市役所内担当部署の横断

的な連携を進めつつ、社会福祉協議会、社会福祉法人、地

区社協や民児協などの民間（インフォーマル）との連携に

ついても検討が進めば良いと思いました。こちらについ

ては次年度以降の課題でしょうか。（重層的体制整備にも

関わってくると思います） 

関係各課との情報共有や連携体

制の強化に向けた取り組みを進

め、相談体制の充実を図ってまい

ります。 

また、地域の関係団体とのネッ

トワーク構築については、今後の

課題であると認識しております。 

「活動評価：については評価シートの取り組み内容か

ら判断できるのですが、「成果評価」については、何をも

って成果があったと考えるのか、という部分がまだ曖昧

であると感じました。各年度の到達目標なりが示されて

いると、取組んだことに対して、どのような成果があった

のか（課題解決に繋がったとか、市民の声から反響があっ

たとか、など）が評価しやすいと思います。成果評価の考

え方を明確にした方が良いと思いました。 

 成果評価につきましては、一定

の指標等を設定し、それに基づ

き評価をするよう検討してまい

ります。 

委員  

意見無し - 
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委員  

意見無し - 

委員  

【資料１】 １１ページの内、いんば障害者相談セン

ターの令和３年度相談件数が 22,563 件とありますが、

相談者の実人数とすると何人となるのかご教示くださ

い。 

相談者の実人数は 501 人となっ

ております。 

委員  

意見無し - 

委員  

【資料１】２４ページ 社会福祉協議会の取り組み事業

について、「法人後見として後見１件、保佐１件・・・」

とありますが、「保佐」についてご教示ください。 

「保佐」につきましては、判断能

力が不足しているが、日常生活に

は問題のない場合に適用され、後

見と比較して援助の範囲が狭く、

重要な法律行為（不動産契約な

ど）に対し援助する状況となりま

す。 

 

委員  

意見無し - 

委員  

数値的には高い評価だと思う。C・D評価については、

今後改善を目指してほしい。 

C及び D評価につきましては、

交流イベント等の事業、取り組み

が多く、コロナ禍の影響により低

評価となっております。コロナ禍

においても事業展開できるよう

検討してまいります。 

 

福祉の総合相談窓口のさらなる活性化を願いたい。 関係各課との情報共有や連携

体制の強化に向けた取り組みを

進め、相談体制の充実を図ってま

いります。 
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委員  

福祉避難所についての防災課の取り組みが、福祉部と

健康子ども部との協議を進めて行っていただきたい。 

福祉避難所につきましては、現

在防災課、福祉部、健康子ども部

において、必要物品等の確保を含

めて、具体的に協議を進めており

ます。 

委員  

第４次地域福祉計画は市民の交流の場所作りで、旧住

民と新住民が各種イベント等で交流しあい住みよい街作

りを進められたら良いと思います。私の願いは、一人でも

多く住民の方が参加できる福祉交流会です。 

ご意見として賜ります。 

委員  

「①地域福祉への意識啓発の推進」 市民活動推進課のホー

ムページのついて 

ホームページを確認しましたが意識啓発に関係している団

体の識別は出来ませんでした。広義では、ここに登録されて

いる全ての市民活動団体が地域福祉の推進に寄与するといえ

ますが、それだけでは市民に訴えるインパクトが薄く、地域

福祉を推進している意味までは伝わらないと思います。 

登録団体の分類の項目に「地域福祉推進関連団体」のような

項目を設ける等を行い、もっと市民が地域福祉に関心を持っ

てもらえるような工夫を望みます。 

貴重なご意見をいただきありが

とうございます。今後は地域福祉

への意識啓発を推進できるよう、

印西市市民活動支援センターホー

ムページの改善の参考とさせてい

ただきます。 

 

ホームページ全般に関係する事項 

多くの関係部署がホームページで意識啓発の推進を行って

いるのですが、この報告書にあるページを確認しようとして

も、簡単にはたどり着けません。印西市防災ポータルサイト

のように「地域福祉計画サイト」を設け、ここで概要の紹介

をすると共に、ここからリンクを張るなどの方法で、市民に

より関心を持たせる工夫を期待します。 

検索性につきましては、カテゴ

リーの整理や検索キーワードの設

定等を行い、市民の利便性が高ま

るよう検討してまいります。 

 

委員  

意見無し - 

委員  

意見無し - 
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その他のご意見  

コロナ禍で思うようにいかないところが進行形であ

ると思いますが、成果は皆さま一人一人の努力があって

こそのものです。多かった・少なかったではなく、一つ

でも困難な中工夫して成し遂げられたことを評価して

いきたい。 

- 

コロナ禍が続く中、多くの課等がそれぞれ感染症対策

を施し、工夫しながら計画の推進に取り組んでいること

が分かります。 

- 

コロナ禍の中、最終目標達成に向け、関係各課、機関

が計画を着実に実行している姿が感じられた。 
- 

新型コロナの中において計画実行は大変なことと思

います。そのような中で行事等が計画実行されているこ

とは皆さんの努力があってのことと思います。 

- 

新型コロナウイルスの影響で足踏み状態の施策があ

り、残念です。市としての取り組みが本格的に進められ

ようとしている時ですので、今後の取り組みに期待した

い。各担当課の取り組みが少しずつ成果を上げている様

子がうかがえる。 

- 

 


